
六
月
十
一
日
（
土
）
の
「
三
星
道
場
（
第
三
回
）
」

に
お
い
て
、本
校
二
・
三
年
生
全
員
を
対
象
と
し
た
、

大
学
出
前
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
土
曜
活
用
学
習
で
あ
る
三
星
道
場

（
年
十
三
回
実
施
）
に
お
い
て
、
大
学
の
先
生
方
の

講
義
を
体
験
し
、
研
究
の
一
端
に
触
れ
る
こ
と
で
、

生
徒
の
進
路
意
識
の
高
揚
と
進
路
実
現
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
七
大
学
十
八
人
の
先
生
方
が
、
各
々
の
学

問
・
研
究
に
基
づ
き
御
講
義
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

講
座
を
受
講
し
た
生
徒
た
ち
は
、
講
師
の
先
生
方

の
熱
意
溢
れ
る
講
義
に
引
き
込
ま
れ
、
大
学
で
の
学

問
の
面
白
さ
と
奥
深
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

○
参
加
大
学
（
七
大
学
）

九
州
工
業
大
学
、
長
崎
大
学

佐
賀
大
学
、
鹿
児
島
大
学
、
宮
崎
大
学
、

鹿
児
島
国
際
大
学
、
志
學
館
大
学

○
講
義
テ
ー
マ
（
十
八
講
座
）

「
学
級
編
制project

」
を
体
験
し
よ
う

「
時
計
を
使
う
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
」

「
人
に
や
さ
し
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」

「
ペ
プ
チ
ド
の
パ
ワ
ー
」

「
ウ
ナ
ギ
の
不
思
議
」

「
経
済
・
社
会
を
見
る
目
―
東
日
本
大
震
災
と
復

興
―
」

「
医
学
部
と
は
」

「
光
と
電
子
」

「
高
品
質
な
植
物
生
産
を
支
え
る
機
械
の
役
割
と

は
？
」

「
シ
ャ
ボ
ン
玉
か
ら
知
る
複
合
材
料
の
科
学
」

「
薬
学
部
に
つ
い
て
」

「
ス
ペ
イ
ン
語
に
触
れ
て
み
よ
う
」

「
ピ
ア
ノ
の
す
べ
て
」

「
経
営
の
科
学
」

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
個
人
情
報
保
護
」

「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
礎
を
学
ぼ
う
」

「
面
積
を
求
め
る
」

「
次
世
代
の
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
た
世
界
の

取
組
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
考
え
よ
う
―
」
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第５６号
平成２３年

７月２２日

鹿児島県立

鹿屋高等学校

大学出前講座の様子

大
学
の
学
問
に
触
れ
て
進
路
意
識
を
高
揚

「
三
星
道
場
」
で
の
大
学
出
前
講
座

防
災
避
難
訓
練(

地
震･

火
災)

六
月
二
九
日
（
水
）
午
後
、
地
震
発
生
時

を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
落
下
物
か
ら
頭
を
保
護
す
る

た
め
に
、
学
生
鞄
を
頭
上
に
掲
げ
、
迅
速
に

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

講
評
で
は
、
頭
部
を
鞄
で
保
護
し
な
が
ら

避
難
し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
る
一
方

で
、
防
火
扉
の
活
用
や
火
元
の
確
認
、
初
期

消
火
の
在
り
方
な
ど
、
様
々
な
指
導
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
住
宅
用
火
災
報
知
器

の
設
置
が
家
庭
で
義
務
付
け
ら
れ
た
と
の
説

明
も
あ
り
ま
し
た
。

先
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
日
ご
ろ
の
訓

練
を
生
か
し
、
無
事
に
住
民
の
避
難
を
行
っ

た
地
域
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
と
っ
さ
の
時

や
想
定
外
の
時
は
、
頭
で
理
解
し
た
だ
け
で

は
対
応
で
き
な
い
も
の
で
す
。

「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
。
」

の
名
言
の
重
み
を
踏
ま
え
て
地
道
に
訓
練
を

繰
り
返
し
、
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と

で
は
じ
め
て
、
災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１学期クラスマッチ成績

７／１１・１２

総合成績 優 勝 ２年７組

準優勝 ３年１組

３ 位 ３年７組
各競技の優勝チーム 男 女

バレーボール ２－５ ３－２

バスケットボール ３－７ ２－７

ソフトボール ２－７ ３－１

サッカー ３－７ ２－１Ａ

卓 球 ２－２ １－１

ソフトテニス １－４

主
な
行
事
予
定

七
月

二
四
日
（
日
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

二
九
日
（
金
）
夏
期
課
外
（
前
期
）
終
了

（
一
・
二
年
）

三
〇
日
（
土
）
全
統
マ
ー
ク
模
試
（
三
年
）

（
〜
三
一
日
）

八
月三

日
（
水
）
夏
期
課
外
（
前
期
）
終
了（

三
年
）

一
三
日
（
土
）
三
星
会
総
会

一
七
日
（
水
）
夏
季
課
外
（
後
期
）
開
始

（
全
学
年
）

二
〇
日
（
土
）
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
模
試

（
一
・
二
年
希
望
者
）

〃

九
大
プ
レ
（
三
年
希
望
者
）

二
六
日
（
金
）
中
学
生
一
日
体
験
入
学

〃

夏
季
課
外
（
後
期
）
終
了

（
全
学
年
）

九
月一

日
（
木
）
始
業
式･

実
力
考
査
（
〜
二
日
）

五
日
（
月
）
二
学
期
朝
課
外
開
始

（
全
学
年
）

八
日
（
木
）
体
育
祭
予
行
練
習

一
〇
日
（
土
）
三
星
祭
（
体
育
祭
）

一
二
日
（
月
）
体
育
祭
振
替
休
日

一
六
日
（
金
）
一
年
生
文
理
選
択
ガ
イ
ダ
ン
ス

一
七
日
（
土
）
ス
タ
デ
ィ
サ
ポ
ー
ト
（
一
・
二
年
）

〃

進
研
駿
台
マ
ー
ク
模
試
（
三
年
）

二
二
日
（
木
）
三
星
祭
（
文
化
祭
）（
〜
二
三
日
）

二
六
日
（
月
）
文
化
祭
振
替
休
日

二
七
日
（
火
）
第
二
回
教
育
相
談
週
間

※

都
合
に
よ
り
変
更･

追
加
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



ＰＴＡ進路指導指導部主催

「目からウロコ！ 進路について考えよう」開催
ＰＴＡ進路指導部による「保護者向け座談会」が７月８日（金）に開

催されました。当日は，３００名を超える保護者の皆様に出席していた

だき，進路指導部主任の講話や，卒

業生保護者及び卒業生のそれぞれ２

名による体験談，質疑応答等があり

ました。

大学入試のシステムや受験生をも

つ保護者の対応の在り方，受験生と

しての心構えなど，これからに役立

つ話がたくさんありました。

毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、

鹿
屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.edu.pref.kagoshim

a.jp/sh/K
anoya/

「
鹿
屋
高
校
」
で
も
検
索
で
き
ま
す
。
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欠
席
等
の
連
絡
に
つ
い
て
（
お
願
い
）

や
む
を
得
ず
欠
席
・
遅
刻
す
る
場
合
は
、
必

ず
保
護
者
が
次
の
時
刻
ま
で
に
電
話
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

○
朝
課
外
の
あ
る
日

午
前
七
時
十
五
分
ま
で

○
朝
課
外
の
な
い
日

午
前
八
時
ま
で

○
夏
季
課
外
の
日

午
前
八
時
ま
で

○
三
星
道
場
・
模
試

開
始
前
ま
で

正門前の横断幕がリニューアル

かのや寿自動車学校での
単車実技講習会（本校２年生）

７月１５日（金），「かのや寿自動車学校」

に御協力をいただき，本校２年生対象の単車

実技講習会を実施しました。当日は，本校の

単車通学許可を受けている２年生約８０人が，

運転技能の向上，交通マナーの高揚，交通社

会の一員としての役割等を学びました。生徒

たちは，警察署交通課の方の講話と自動車学

校指導員による実技講習を通して，運転技術

の向上はもとより，運転者としての社会的責

任をしっかりと自覚することができました。

生徒のより一層の安全運転で，無事故・無

違反が続くよう，切に願います。

祝 九州大会・全国大会等出場 おめでとう
次の部活動が，県高校総体において上位入賞を果たし，九州大会・全

国大会等への出場を果たしました。選手の皆さんの素晴らしい活躍が，
鹿屋高校をより一層元気にしてくれました。

○ﾎﾞｰﾄ部◇ 全九州高等学校体育大会（ボート競技大会）
小森ゆみ子 ３年（垂水中出身）
川村 春菜 ３年（鹿屋東中出身）
福留 真樹 ３年（田崎中出身）
朴木 理佳 ３年（鹿屋東中出身）

九州大会及び若松 史帆 ３年（鹿屋東中出身） →
全国大会出場桑迫 雄也 ３年（鹿屋東中出身）

加治木姫吏 ３年（花岡中出身）
黒川 円花 ２年（鹿屋東中出身）
河野 史香 ２年（鹿屋東中出身）
福元ひかり ３年（高隈中出身）
坪山 詩帆 ３年（鹿屋東中出身）
片平 拓己 ３年（大姶良中出身）
水流 一成 ３年（錦江中出身）
川越 涼平 ３年（鹿屋東中出身） →九州大会出場
宮原 卓也 ３年（吾平中出身）
長坪 雅也 ３年（内之浦中出身）
後堂 朝紀 ２年（百引中出身）
原口 真綾 １年（東串良中出身）
吉満 聖也 １年（第一鹿屋中出身）
德永 彩 ３年（高須中出身）
神園 芹奈 １年（大姶良中出身） →全国大会出場
松山 貴絵 １年（錦江中出身）

○ｿﾌﾄﾃﾆｽ部
◇ 全九州高等学校体育大会(ソフトテニス競技大会)

宮田 佑真 ３年（鹿屋東中出身）
今平 拓郎 ２年（第一鹿屋中出身）

○水泳部◇ 全九州高等学校体育大会(水泳競技大会)
福丸 祐耶 ３年（鹿屋中出身）
鶴﨑 達也 ３年（第一鹿屋中出身）
梅田 誠基 ３年（鹿屋中出身）
岡元 涼 ２年（第一鹿屋中出身）
福永 聖文 ２年（第一鹿屋中出身）
鶴﨑 和広 ２年（第一鹿屋中出身）
瀬田川陽祐 １年（鹿屋東中出身）

○体 操◇ 全九州高等学校体育大会（体操競技大会）
徳留 真由 ２年（鹿屋東中出身）
山口こはる １年（大隅中出身）

○カヌー◇ 全九州高等学校体育大会（カヌー競技大会）
前田 公明 １年（吾平中出身） →全国大会出場

○英語研究◇ 九州地区高等学校英語弁論大会
稲葉 莉子 １年（第一鹿屋中出身）→九州大会２位

○剣道部◇ 全九州高等学校体育大会(剣道競技大会)
君付 祥平 ３年（田代中出身） →国民体育大会出場

○柔道部◇ 全九州高等学校体育大会(柔道競技大会)
松山阿佑美 ３年（錦江中出身）






